





















































































































































































































































































































































































































































































































































































「yaḥ pratītyasamutpādaḥ  縁起は
śūnyatāṃ tāṃ pracakṣmahe 空性と名付け
‒ 102 ‒
sā prajñaptir upādāya  ただの仮の名で





















































































　（JohnMedina，Les douze lois du cerveau，2eédition,LeducS.,2014）
の第 7 章「同じ情報を繰り返している内に記憶する、特に記憶の想起と復元、
蔵書と探偵、シャーロック・ホームズの状況の復元」（chapitre loin°7 :























2 　FrédéricGirard,The Stanza of the Bell in the Wind 風 鈴 頌: Zen and 
Nenbutsu in the Early Kamakura Period,StudiaPhilologicaBuddhica,
OccasionalPaperSeries,XIV,The International Institute forBuddhist
































































　　Hastaaquíhemos tratadode lasdosmásbajas facultadesdenuestra
ánima,que sondel ánimaque llamanvegetativa,que tieneporoficio
mantenerysustentarnuestroscuerpos,yde laque llamansensitiva,de
dondeproceden los cinco sentidosexterioresdenuestrocuerpoy los
cuatrointerioresdenuestraánima.Ahoraserárazóntratardelamásalta
partedel ánima,quees laque llaman intelectiva, la cual es sustancia
espiritualcomo losángeles,yporestonoestáafijadaenalgúnórgano



































27　PaulDemiéville,Les Entretiens de Lin-tsi（臨済録）,Fayard,1972,pp.167-
168,137.
28　T.48,n°2010,p.376c。Trad.ArthurWaley, inEdwardConze,Buddhist 



























38　FrédéricGirard,La doctrine du germe de la foi selon l'Ornementation 
fleurie, de Myôe （1173-1232）, Un Fides quaerens intellectum dans le Japon 



























43　1214年 6 月 3 日、日本中が旱魃になったので、実朝が雨を降らすために『法
華経』を栄西に転読させた。すると、その翌日に雨が降った。『法華経』の
有効性を試したものと言える。国史大系本『吾妻鏡』、p.722。
44　T82,n°2582、p.15b7-13。
45　石井修道の後述の論文はこの点について詳細に論じている。参考されたい。
46　Mahāprajñāpāramitāśāstra（『大智度論』「舎利弗因縁品」、T.25,n°1509,p.
136c）.Mahāvagga,23-24.
47　Yedhammahetuppabhava Tesamhetumtathagatoaha
Tesancayonirodho Evamvadimahasamano
Toutesleschosesnaissentdeconditions.
LeTathāgataenaexposélescauses,
Ainsiqueleurextinction.
Ainsiadéclarélegrandreligieux.
48　Leschosesquisontproduitesdecauses,
Je[=Śākyamuni]déclarequ'ellesn'existentpas,
Quecenesontqu'appellationsprovisoires,
Telleestlavoiemédiane.（Mūlamadhyamaka-kārikā,XXIV,18.）
　鳩摩羅什訳では「衆因縁生法、　我説即是無、亦爲是仮名、亦是中道義」（T.
30,n°1564,p.33b11-12）。
49　Hōbōgirin,pp.461,464,466-467.May博士によれば、鳩摩羅什の翻訳ではた
だ同等性を表す役割を果たしていただけの指示代名詞あるいは繋辞の「三
是」が天台宗では三種類の真諦、真理と固定化される。即ち、三論宗で言
われた三是偈は天台宗で三諦偈になり、空・仮・中という三諦の思想シス
テムで一番重要で出発点であったpratītyasamutpāda縁起が無視されるよう
になるという。空の思想に辿り着くのに三諦という複雑な弁証法を媒介に
しなければならないプロセスをになっているという。その思想は中国や日
本で支配的になるから、仏教教学の理解の仕方に大きな影響を与えたと言
える。
‒ 112 ‒
50　T.30,n°1564,p.33b.
51　C'estlacoproductionconditionnée
Quenousentendonssouslenomdevacuité[śūnyatā].
C'estlàunedésignationmétaphorique,
Cen'estriend'autrequelavoiedumilieu.
（GuyBugault,L'Inde pense-t-elle?,PressesUniversitairesdeFrance,Paris,
1994,p.232.）
52　石井修道「最後の道元─十二巻本正法眼蔵と宝慶記」、鏡島元隆・鈴木格禅
編『十二巻本『正法眼蔵』の諸問題』大藏出版、1991、pp.340-347。
53　小松茂美編『一遍上人絵伝』日本絵巻大成別巻、中央公論社、1978、 9 巻　
36-37節、原文pp.386-387、挿絵 pp.239-246。
54　『一遍上人年譜略』では弘安10年 3 月に、一遍は兵庫郡の宝満寺において由
良の心地覚心に会ったことになっている。藤原正校註『一遍上人語録』岩
波文庫910、1934、p.54、p159。
55　『法燈国師年譜』以外に、卍山道白の『禅戒訣』にも記されている.T.82,
n°2599,p.816a19-24 :「法燈国師年譜中所謂。受菩薩戒於深草仏法上人。乃
天童所伝戒儀者是也。然栄西所伝被于後昆今猶存焉。永平門下遞代相承。
至経於乱世。則如其血脈雖系聯。而壇儀不行。幸得天童伝来戒儀之旧本。
而永平大乗大慈三処室内戒本合而一律。且自餘大小古刹亦皆在焉。其授受
之作法。甚是希有不可思議者也。蓋拠梵網経･瓔珞経所説。則単受持菩薩戒
為成戒学」。これについては、新川哲雄「一遍聖絵の語る聖」、『中世絵画の
マトリクス』青簡社、2010、p.214を参照されたい。
56　1340年に「興国寺」と改名された。
57　牧野和夫「自写経典の宋の地における開版小考─宋人の一例と九条道家の
例」、『実践国文学』92、2017、pp.37-49。
